



































































































































・・年」 ・・年1 ・・年1 ・・年1 ・・年曜■55雲
517 531 751 662 9861　■ 1，185 2．29
（事業所数）1 ・・1 ＝70 91 145 147■ 182≡6．07■ ■
工業会 560■ 616 777 891 1，198 1，064 1，90，













































































































































































































































































































































































































































穣成比（％） ヱ4．5 126 14，6 ユ7．9， ＿」
一・・／・・年ド
注1：機械工業品とは一般機械，電気機械，輸送用機減および繕密機械をいう。
注2：部品およぴ汎用部品の詳細な定義は，鵜飼，前掲論文を参照されたい。
資料：通産省「工業統計表．品目編」。
へと5，41倍にたり，機械工業晶出荷額に占める構成比は14．5％から17．9％へと
拡大しているのである。値〕このことはわが国の機械工業汎用部品の供給力が近
年飛躍的に高まったことを示唆するものであろう。
　換言すれぱ，産業構造が高加工度型に移行する中で，部品点数の多い自動車，
産業機械，電子機器等の各種アッセソブリ製品が生産を大幅に拡大することに
より，部品工業への需要が拡大してその生産力が強化拡大されたと考えられ
る。しかも世界的な競争力を持つアッセンブリメーカからの品質・納期・コス
ト等に関する厳しい注文により，都品工業自体も国際競争力のある部品を作り
出し，生産能力を一層拡大してきたと思われる。
　わが国の産業用ロボット産業は，このようにわが国のアッセンブリ産業が発
展する中で高い技術力と生産力を身につけた部品工業を基盤にして発展してき
たものであると言えよう。すなわち，わが国の機械工業は，中小企業でも自杜
内で産業用ロボットを生産することを可能にするほど，重要機能部品（数値制
御装置，回路基板，油圧・空圧機器，小型モータなど）について高品質のもの
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を比較的安い価格かつ正確な納期で外部調達できる，という部品工業基盤を持
つに至っているのである。
　したがって，産業用ロボヅト産業はわが国機械工業の発展段階に対応Lて，
言わぱ「派生的な」かたちで登場してきた産業のひとつである，ということが
できよう。そしてこのことが他方で，この市場への参入を容易にし，市場規模
に比して参入企業数を大幅に増加せしめ，この事業を儲けの薄いものとしてい
るのではないかと考えられる。
　わが国の高度成長を支えてきた従来型の機械工業製品（重電，工作機械，カ
ラーテレビ，自動車など）が成熟製品化するにつれて，高度な機械工業集積を
基盤に，生産財分野ではN　C工作機械，産業用ロボヅトなどの，消費財分野で
はパソコン，ワープロなどのいわゆるハイテク型の製品が登場して新たな産業
を形成しつつある。これらの中にはもう既に大企業の大黒柱事業となる程に成
育した産業もあるが，中小企業ですらまだ本業化の出来ない産業が多い。生産
財の分野で言えぱ，ここで論じた産業用ロボヅト以外にも，無人搬送車や自動
倉庫などの急成長を示す省カ化・自動化機器がこれに該当しよう。今後これら
の新産業が，参入各企業にとって収益性・持続性のある事業として成育してゆ
くかどうかは予断を許さないが，その際，ここで述べたような産業／技術的な
視点が重要となるのではないだろうか。｛4］
注（1）この点に関しては，拙論「わが国機械工業の構造変化に関する一考察」，早稲田
　　商学，第322号，昭和62年3月，参照。
　（2）鵜飼，前掲論文，参照。
　（3）　ここで汎用部晶とは，基本的に，油圧機器，軸受，歯車，金型，電動機，汎用内
　　燃機関，集積回路，半導体素子などそれ自体は最終製品ではなく，製品の機能を作
　　り出す構成要素であり，Lかも単一の製品だけでなく複数種類の製品に用いられる
　　ものを言㌔詳細は，鵜飼前掲論文，参照。
　（4）ちなみに，省力化棲器の中で戦後新産業とLて登場し，本業化Lえたものとして
　　は・フ士一クリフト産業が挙げられる。この産業は昭和20－30牢代に産業機械メー
　　カや自動車メーカが新事業として進出することにより形成され，今日約2千数百億
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円の市場揚模となっている。現在8杜が生産を行っており，これを本業とするメー
カも4杜程ある。フオークリフトの主要構成部晶は，エソジ：ノ，油圧機器，バッテ
リー，バヅテリー・コソトローラ，モータなどであるが，この産業の形成過程とそ
こにおける主要都品の内・外製あるいは専用・汎用部品化の問題は興味深いものが
ある。
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